
研究会のあゆみ(2008年4月30日～2009年3月16日)

第144回:08年4月30日(水)

何　資宜　　「太宰治「十二月八日」試論　一登場人物の造形と両義的な

読みへの誘導-」

別所　裕介　「「チベット」の見え方　-"3・14事件"以降の対話構築に

向けた若干の試論」

第145回:08年5月28日(水)

光武　昌作　「非大都市圏における有機農産物流通にみる「食と農の

むすびつき」再生の課題　一広島市を事例として-」

ロジナ・ナターリヤ　「未婚化現象とその対策についての研究　一配偶者

選択問題

第146回:08年6月25日(水)

プロジェクト企画にむけたミーティング

第147回:08年7月16日(水)

川原　絵梨奈　「現代台湾における外省人二世代の「中国」認識の研究

-『三三集刊』を素材として-」

第148回:08年10月15日(水)

大久保　豊　　「フィリピン現地調査中間報告　-マニラとその周辺地域に

おける「武術」実践の商業的活用と地場産業の関連について」

山本　雄一　　「カープフアンのコミュニティ形成　一調査結果報告を中心

に-」

アジア社会文化研究会シンポジウム:08年12月13日(土)

地域研究を問い直す　一地域研究の総合性という視点から-
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第149回:09年1月27日(木)

合原　収　　　「学ぶ,究める,切り拓く　-大学院に関わるお話を元に」

RM養成プログラム活動報告会:09年3月16日(月)

学生独自プロジェクト報告

本研究会は、総合科学研究科並び社会科学研究科、国際協力研究科のアジ

ア地域を研究対象としている大学院生及び研究生によって企画・運営されて

います。研究会での議論の成果の一部がこの論文集となっています。
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2000年3月
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研究ノート

近代中国のリベラリズム
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ー124-

崔吉城　　　1

上水流久彦13

上田崇仁　　37

李良姫　　　55

福井譲　　　67

鄭泰唆　　　77

崔吉城　　　1

桂文子　　17

中村八重　　41

水羽信男　　55

山田寛人　　75



アジア社会文化研究　第3号

2002年3月

論文

韓国演戯の展開様相

北朝鮮の対日外交の特質

韓国における`国立墓地'の形成

研究ノート
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(サミン『在日朝鮮人　彼らはどういう人々なのか』)　福井譲　194

卒業生名簿

彙報
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アジア社会文化研究　第6号

2005年3月

論文

ブロト儀礼の体系

バングラデシュにおける開発援助と伝統工芸

中村地平『太陽征伐』論

満州映画「孔はこわい」考

研究ノート

パキスタン・スインド州における

「ムバージル」の変容

研究動向

小笠原学研究の現在

史料紹介

尾道乃木神社に関する覚書

彙報
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アジア社会文化研究　第7号

2006年3月

論文

李恢成文学におけるサハリンの風景

逃げ去る男たち

「日本語人」の群像

謝罪行為における差異

韓国の臓器移植における儒教

隠岐島の伝承歌謡について

研究ノート

英国教会伝道協会とJ.R.ウオルフ

に関する初歩的考察

書評

鄭雅英『中国朝鮮族の民族関係』アジア政経学会

権療永『在唐新羅人社会研究』一潮間

せ71音更『望瑚卑人1昔ス1朝召司ヰ

望若僧普』司1せ

(方基中編『目帝ファシズム支配政策と民衆生活』慧眼)

彙報
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アジア社会文化研究　第8号

2007年3月

論文

チベットの英雄叙事詩「リン・ケサル大王伝」と

地域伝統の再編をめぐる一考察

庄司総一の『陳夫人』に見るハイブリッド文化の

葛藤

中島敦と朝鮮

台湾の古蹟指定にみる歴史認識に関する一考察

研究ノート

少数民族の集住地域から大都市へ

資料紹介

大森直樹「『満州事変』の中国東北教育への影響」

とその関連資料をめぐって

書評

土佐昌樹・青柳寛編『越境するポピュラー文化と

<想像のアジア>』めこん

彙報

-129-

別所裕介

王　暁芸

李　月順

上水流久彦

金　成子

周　軍

大久保豊

1

39

67

84

110

127

136



アジア社会文化研究　第9号

2008年3月

論説

墓と故郷

武者小路実篤『若き日の思ひ出』論

中国の語文教育

アフガニスタン政治と国内統一原理の変転

資料紹介
『見聞録』・『聖宗遺草』及び

『夜薗鬼談』と『耶齋誌異』との比較研究

書評
松田康博『台湾における

一党独裁体制の成立』慶応義塾大学出版会

段瑞聡『蒋介石と新生活運動』慶応義塾大学出版会

彙報
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『アジア社会文化研究』投稿規程

1.『アジア社会文化研究』の目的

『アジア社会文化研究』はアジア社会文化研究会において発表・議論され

た成果をもとに編集される論文集であり、2000年3月の創刊以来、これま

で年1回のペースで刊行されている。同研究会は、アジア研究にかかわる者

が専門分野の枠をこえて学際的に討論し研究の幅を広げることを目的に、広

島大学大学院総合科学研究科に所属する教員および大学院生を中心に設立・

運営されている。

2.投稿資格

原則として本研究会の目的に適い、本研究会にて発表した者とする。なお

編集委員会(ならびに院生の場合には当該指導教官)が質的に掲載に十分値

すると認めた論文の投稿申し込みを受理し、掲載の可否については厳正な査

読制をしくこととする。

3.論文集完成までの過程

(1)投稿希望者は8月31日までに所定の用紙(「投稿申込書」)で申し込む

こと(電子メールによる添付書式も可)。

(2)投稿希望論文の提出期限は11月1日までとする。

(3)投稿希望者は本年度の研究会において、投稿論文の主題に沿った発表

を少なくとも一度以上行わなければならない。ただし海外居住者や遠隔地

に居住する者、また長期に渡り海外での調査活動に従事している場合など

は、編集委員会での審議を経たのちに、レジュメ等の提出で発表に代える。

(4)発表と投稿論文の提出を終えた者から随時、査読制による審査を受け、

そこでの結果により、掲載の可否が決定される。

(5)その後、編集作業(投稿論文の加筆・修正を要請することがある)を

経て、翌年の3月末日に刊行する。
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4.執筆要項

(1)掲載論文の種類および分量

①論説:16000～20000字程度(400字詰め原稿用紙で40枚～50枚程度)

②研究ノート:12000字程度(同30枚程度)

③研究動向・調査報告・資料紹介等:8000字程度(同20枚程度)

④書評:4000字程度(同10枚程度)

(2)書式等

原則として「ワード」横書き(34字×30行)で、本文を記述する言語は日

本語に限る。なお、引用など必要に応じた他言語の使用は認める。なお、

規定の書式から著しく外れたものは投稿を受理できない場合がある。

(3)原稿の提出方法と提出先

投稿希望者は上記①～④に該当する原稿を「ワード」またはテキストファ

イルで作成し、編集委員会宛に以下のものを提出すること。

(a)電子メールの添付ファイルもしくはCD-Rなど

(b)印刷したもの1部(直接・郵送いずれも可)

なお投稿申し込みが受理された場合、投稿者は編集委員会の指示に従うも

のとする。

5.書式の設定

(1)フォント・文字サイズなど
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参考文献 必要に応じて 「脚註」の後に別途に掲載

連絡先 論稿末尾に執筆者の電子メールを記載 (希望者のみ)

(2)ページ設定

「ワード」:ツールバーの「ファイル」→「ページ設定」にて設定

文字数 と行数 余 白 用紙サイズ

文字数　 34
上　 30m m

下　 3 0m m

用紙サイズ　 A 4

印刷の向き　 横

行数　 30 外　 20m m

フォン ト　 M S 明朝 内　 25m m

フォン トサイ ズ　 9 とじしろ　 0

段数 1

横書き

ヘ ッダー 15m m

フッター 17 .5 m m

印刷の向き　 袋 とじ

とじしろの位 置　 横

問い合わせ(編集委員会)

アジア社会文化研究会代表:三木直大(広島大学総合科学部教授)

naomiki@hiroshima-u.aC.jp

アジア社会文化研究会:OWner-aSiasyabunken@freeml.com
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『アジア社会文化研究』(第　号)投稿申込書

年　　月　　日

名前

フリガナ

日本語名

英語名

所属

連絡先

住所

電話

E-m ail

1.投稿を希望する原稿の種別(○をつけて下さい)

論説
研究

ノー ト

研究

動向

資料

紹介
書評

2.原稿題目(仮題目でも可)

日本語 (こ.こ_1歳 は 甘 粕

英 語 ( 主_轟 ハム )

3.原稿要旨(400～600字程度で記入して下さい)

ー135-



『アジア社会文化研究』編集委員会

※受領者 ※受領日

※　投稿申し込みの際は上記の「投稿申込書」を使用して下さい。なお電子メール

にて申し込みを希望される方には、添付用書式(ファイル)をお送りしますので、

編集委員会までご連絡下さい。
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執筆者紹介(掲載順)

加藤　博　　一橋大学大学院経済学研究科

何　資宜　　広島大学大学院総合科学研究科博士課程後期

光武昌作　　広島大学大学院総合科学研究科博士課程後期

水羽信男　　広島大学大学院総合科学研究科

吉村慎太郎　広島大学大学院総合科学研究科

荒木一視　　山口大学大学院教育学研究科

荒見泰史　　広島大学大学院総合科学研究科

上水流久彦　県立広島大学地域連携センター

川口隆行　　広島大学大学院教育学研究科

外川昌彦　　広島大学大学院国際協力研究科

丸田孝志　　広島大学大学院総合科学研究科

三木直大　　広島大学大学院総合科学研究科

越智郁乃　　広島大学大学院社会科学研究科博士課程後期

福原裕二　　島根県立大学北東アジア地域研究センター

川原絵梨奈　広島大学大学院総合科学研究科博士課程後期
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編集後記

『アジア社会文化研究』第10号は、昨年12月に本研究会主催で開催した

シンポジウム「地域研究を問い直す」の成果報告を兼ねた特集号といたしま

した。今号は様々な領域の研究者が「地域研究を問い直す」という問題提起

のもとに集い、各々の専門分野から課題に真撃に向き合い議論を重ねた、そ

の集大成です。各研究者の熱意のこもった、内容の濃い論文集となりました。

「地域研究とは何か」の問いに対しては、確かに議論が深まり共有できた

部分もありましたが、同時に新たな疑問も生まれ、明確な答えを出すには至

りませんでした。しかしながら、本研究会がこれまで目指してきた、シンポ

ジウムの趣旨でもある「専門分野の枠を超えて学際的に討論し、研究の幅を

広げる」という目標は、多様な専門的視点からの想いを凝縮した、今号の刊

行に漕ぎつけたことで、その一端は果たせたのではないかと思います。お忙

しい中、シンポジウムにご参加いただき、ご寄稿下さった皆さまに深く感謝

を申し上げます。

本年度の研究会運営にあたり、シンポジウム開催も含め、総合科学研究科

大学院GPの先生方、またRM事務室の皆さまには、不慣れな私たちを何か

と影でサポートし、温かく見守り、支えていただきました。言葉では言い尽

くせないほど、感謝しております。また本研究会に関係する全ての皆さまに、

改めてお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

本誌10号目という記念すべき年に、シンポジウム運営や編集に携わるこ

とができて、大変光栄に感じております。素敵な機会を頂きましたこと、こ

の場をお借りして、厚く御礼申し上げます。(川原)
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編集委員:川原絵梨奈(編集委員長)

古川直樹(副編集委員長)光武昌作(副編集委員長)何資宜
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